
フサアカシヤの病害に関する研究 E 

たんそ病菌の分類学的検討

寺下隆喜代(1)

I はしがき

この研究の第 I 報ωおよび第E報1町こおいて，筆者は病原菌の生態の一部および防除試験結果について

報告した日そして，実験をおこなっている期間，主因であるたんそ病菌の分類学的位置がつねに筆者の念

頭にのこっていた。なぜならば，この菌の分類については二，三の説があり，またその所属がフサアカシ

ヤの病害防除の上にも大きな影響があると考えられたからである。フサアカシヤのたんそ病菌は1956年，

伊藤および渋)11引によって Physalospora ac，ぽiae ITO et SHIBUKAWA と命名され，新種として発表され

た。たんそ病菌の分類については古くから多くの説があるが， 1955年， ARX2) は従来別の名でよばれて

いたやく 6∞種のたんそ病菌を 1 種とみなし ， Gl印nerella cingulata (STONEM.) SP. et SCHR. とした。

同氏の説によれば， わが国の農作物，園芸作物あるいは特用樹種などに寄生するたんそ病菌は大部分

G. cingulata ということになる。そしてフサアカシヤのたんそ病菌もこの種の中に統合される。 ARX2)

につづいて山本17)-20)がわが国のたんそ病菌の分類について報告した。同氏はほぼ A眼目説に従ったも

のであるが，たんそ病菌と寄生植物との関係をよりいっそう重視し， ARX2) よりもこまかくわけ‘フサア

カシヤのたんそ病菌を Glomerella acaciae (ITO et SHIB.) YAMAMOTO et ITO とした。

フサアカシヤのたんそ病菌がもし他のたんそ病菌と同じ種に入れられるべきものであるのならば，本菌

を主因とする病害の防除には，たんに本菌とフサアカシヤを考慮の対象とするだけでなく，他の植物およ

びそれらに寄生するたんそ病菌についてもひろく注意しなければならない。

筆者はフサアカシヤのたんそ病菌の形態および病原性を， G. cingulata と同定されているリ γ ゴの苦

ぐされ病菌およびチャの赤葉枯病菌と比較し ARX2) の分類を参考とし， フサアカシヤのたんそ病菌も

G. cingulata と同定してよいのではないかと考えるにいたった。 ここにその論拠となる実験結果につい

て報告する。

この研究をおこなうにあたり，林業試験場保護部伊藤一雄博士からフサアカシヤのたんそ病菌と命名さ

れた最初の菌の培養をいただき，京都府立大学農学部河野叉四氏からチャの赤葉枯病菌およびリンゴの苦

ぐされ病菌の培養をいただいた。深く感謝しお礼申し上げる。また前支場長西村太郎氏からは研究中たえ

ず激励と助言をいただき，とりまとめにあたって支場長徳本孝彦氏からは貴重な助言をいただいた。あわ

せて厚くお礼申し上げる。

(1) 関西支場保護研究室員
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E 交 E 接種実験

フサアカシヤから分離したたんそ病菌 2 株，チャの葉から分離したたんそ病菌 2 株，およびリ γゴの普

ぐされ病菌 1 株の 5菌株を，フサアカシヤの新梢，チャの葉およびリ γゴの果実に接種した。その結果は

Table 1-3 および Plate 1-3 のようである。なお，参考となる他のデータは次のようである。

A) 接種に用いた菌株

1)フサアカシヤのたんそ病菌 No. 1 (AD-1) 

伊藤および渋)11引によって Physalospora acaciae と命名された菌の培養で， 1952年 7 月末， 岡山県産

権病フサアカシヤ商から分離され，以後，試験管培地で何代も培養をつづけたものである。

2) フサアカシヤのたんそ病菌 No. 2 (AD-2) 

1960年 8 月，林試関西支場構内で発病したフサアカシヤ苦から分離したもの。筆者がプサアカシヤのた

んそ病菌と同定した。

3) リ γゴの苦ぐされ病菌 (MP-1)

京都府立大学農学部，河野叉四氏から分譲された菌株である。河野氏によれば，この菌株は青森県りん

ご試験場においてリ γゴの果実から分離され，同氏に分譲されたものであるという。長年月試験管中の培

地に移植をくり返されてきたものとおもわれる。

4) チャの赤葉枯病菌 No. 1 (TS-1) 

安部および河野1) によって G. cingulata と同定された菌株で河野叉四氏から分譲された。長年月試験

管中の培地に移植をくり返されてきたものとおもわれる。

5) チャの赤葉枯病菌 No. 2 (TS-2) 

林試関西支場構内のチャの葉の Colletotrichum 世代から分離された菌株である。分離時期は1961年11

月，筆者が同定した。

なお，以上の記載のカッコ内の記号は本報交に限り，筆者が臨時につけた菌株の記号である。

B) 接種に用いた植物

1)フサアカシヤ

1962年 4 月中旬播種し 5 月上旬接種をおこなったが高さほほ 10cm ， 本葉が 3-4 枚出た状態のもの

であった。

2) チャの葉

林試関西支場構内に自生していた実生苗の若葉で，うす緑色をしめし，やわらかし、状態であった。

3) リンゴの果実

市販の“国光"品種で，無傷のものをえらんだ。

C) 接種方法

有傷および無傷接種の方法を採用した。有傷接種の傷はガス焔で赤熱したナイフを表皮にあてることに

よってつけた。

接種源の各菌株は試験管中の Potato-agar で約 1 週間培養した。 そしてその菌糸層の新しい部分を

5mm角程度に切りとり，焼き傷上あるいは表皮の上に置いた。接種した植物はいずれも 24-260C の温

度および100%の相対湿度のもとにおき，ほほ 2週間後，結果を観察‘記録した。
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Table 1. 各菌株のフサアカシヤに対する接種結果

lnoculation with 5 strains of anthracnose fungus upon the seed!ings of Acacia dealbafa. 

記ヌき: st~inl AD-l AD-2 MP-l T S-1 T S-2 

Degree of 
inegfercete ion ++ ++ 十十 ++ ++ 

全葉面に菌すっ糸状き AD-lにほぼ AD-lにほぼ AD-lにほぼ AD-lにほぼ
がくもの 子同じ。 同じ。 同じ。 同じ。
にからみ のう殻がみ 子のう殻はみ 子のう殻はみ 子のう殻がみ
棄がしおれ とめられる。 とめられな とめられな とめられる。
る。小業は灰 し、。 し、。

褐色~暗。褐子色
有傷接種 発病状態

になる の
う殻はみとめ

Wound Appearance られない。

inocula- 。f lesion Grayish bro・ Ditto to the Dittoto AD Ditto to AD- Ditto to AD-

tlOn wn to dark left , 1 , 
brown , enve- but opbesreirtvheed - peri thecia not peri thecia not but bpseerr ithe-
wloepbe-d l with cla 0 Dservea. observed. observed. cia observed. 

ike hy-

pthheacei , pen-
Ja not 

observed. 

Degree of 
inegfercete ion 

+ + + + + 

接程り種直度点径のまわ||l AD-l にほ AD-2 の場 MP-l の場 接種点のまわ
1 cm ぼ同じ，小葉 合病小葉原よ性りI さらに 合とほぼ同じ， りの直径 0.5

無傷接種 発病状態 脱がの落範黒褐す囲の の脱落はさら よわく 1 - 2 枚の小 -lcmの範囲
小葉 色にすくなし、。 -2 枚 葉が脱落する の小葉が黒褐

Unwound Appearance イヒし る 褐色化するに にすぎなし、。 色化して脱落

inoc1l1a- of lesion にすぎない。 すぎなし、。 する。

ﾌlon Defoliated Defoliated a Defo!iated few Ditto to the Defoliated 
several leaf- few leaflets. leaflets. left. several leaf-
lets. lets. 

フサアカシヤの葉に対する各菌株の接種結果は Table 1 のとおりである。なお，表中の発病程度は，

筆者の主観的判断にしたがって強弱を記号にしたもので司なんら数値的な基準をもつものではない。接種

時期は1962年 6 月 9 日，結果の記録は 6 月 19日である。

有傷接種の場合，すべての菌株は葉面にくものす状の菌糸をのばし，病原性をしめした。しかし子の

う殻を形成したのは分離してからあまり年月のたたない AD-2 および TS-2 の 2 菌株にすぎなかった。

不完全時代はすべての場合形成された。無傷接種の場合，いずれの菌株を接種したものも 1-2枚あるい

は数枚の小葉が変色，脱落したにとどまり?有傷接種の場合にくらべて病原性はいちじるしく弱いように

見受けられた。しかし， 1961年 9 月.予備的におこなった同じ試験において.まったくたんそ病菌を接種

しない，いわゆるコ γ トローノレ区においても，プサアカシヤの苗を相対湿度 1005百の下においた場合，業

が変色.脱落し，たんそ病菌が分離された。これは健全と考えていたコントローノレ植物にもすでにたんそ

病菌が寄生しており，普通の状態では発病しなかったが，湿度をあたえることにより発病したものと考え

られる。

安部および河野ρ は一見健全とおもわれるチャの棄でも十分な湿度を与えたならば，チャの赤葉枯病菌

があらわれてくることを報告しているが. 1961年 9 月における筆者の接種実験結果はこれと一致した。
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1962年 6 月のフサアカシヤに対する接種ではコントローノレからたんそ病菌は分離されなかった。しかし，

フサアカシヤの棄は湿度の高い場合，糸状菌に対する抵抗力がよわいようで， 1∞%の相対湿度に保った

場合.しばしば Pestalotia sp. あるいは Alternaria sp. などが分離された。 Plate 1 はフサアカシヤに

対する各菌株の接種結果をしめしたものである。

チャの葉に対する各菌株の接種結果は Table 2 のとおりである。接種時期は1962年 5 月 16日，結果の

Table 2. 各菌株のチャの棄に対する接種結果

lnoculation with 5 strains of anthracnose fungus upon the leaves of tea bush. 

~ 菌株|
結果~. Fungus strainl A D-1 
Result '_一一一一一ー一一|

P
ι
 

M
 

内
ノ
ゐ

D
 

A
 

TS-I T S-2 

Size of IOX 25 30x 18 30x 14 38X 15 30X 15 
lesion 

発Dinef病gerce程teion o度~I + 十+ ++ ++ ++ 

薩色病部は黒多。部中褐少病碕に 羅色化病部しは，黒多部。分褐生少病に 病E黒症褐生の中は色心子中茶心部堆, 部 病色斑~部黒ぢ色はれ黒，褐多 空少子生中ホり崎童心多堆ち幸話部ぢが肉のく は褐色化し. 色，多
ちぢれる ちぢれる はわり 褐ま 少病ち る。 れる。
斑の中心 鮭斑の肉色中央の 色，に 形にの色分成かの生分なきは白い気 は分 堆れ鮭が 子斑少堆数がの外のみ縁分と生部め
糸がひろが 子の塊がみと みとめら
る。子成のう殻 められる。の 肉色。塊ののが分ちで生子子 部気られる。 色中心
の形はみと ち子のう穀が のき には白の 塊がみ
められない。 形成される。 るの 中菌糸がひ とめられる。

う数が形成き ろがる。の のち形子成のきう穀
有傷接種 発病状態 れる。 ち子成のう殻が がれ

形される。 Q司 。

1九アound Appearance 

inocula- 。f lesion Dark brown; Dark brown: Dark brown Dark brown Brown to 
somewhat sh- somewhat sh- at the center , to b lack; so- dark brown; 

tiOn runk: white runk: acerv. light brown mewhat shr- somewhat sh-
aerial hypd haat e u日 observed at the mEraVrIlgl-i unk; several runk: many 
develope in salmon- m: ac acervuli obs- acervuli for-
the center of flesh colour; observed at erved at the med at the 
lesion: peri- perithecia de- the centιr; margin; whi- center: com-
thecia not 0 b・ veloped later. peri thecia de- te aerial rhvyepd - dial mass ob-
sen'ed. veloped later. hae obse served in sa-

at the center; Imon.flesh 
peri thecia de- colour; perit・
veloped later. hecia develo-

ped later. 

Size of 。 。 。

lesion 

D.negfercete i oi + 
mrecnon 

病斑形。接成は種まさ った ADー l に同 AD-I に同 AD-1 に同 病な斑を形成し
いく 菌れな糸 じ。 じ。 じ。 いものも，

褐形非常成色に小さい塊気の菌まわりに の病斑を
無傷接種 発病状態 中糸がの するもの

びるだけであ もある。
Unwound Appearance る c

inocula勾 。 r lesion 
Kot discolo- Ditto to the Ditto .to AD- Ditto to AD- Small brown 

tiOn ured , aerial left. 1. lesion formed 
He1y0pI hae dev- m some cases. 

ped spar-
sely around 
the inoculum. 
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観察・記録は 5 月25日である。

いずれの菌株も有傷接種の場合，はっきりした病斑を形成し，接種した菌の再分離も成功した。そして

フサアカシヤから分離した AD-1 を除いた 4 菌株は子のう殻を形成した。 AD-1 の場合，少数の分生子

堆が形成されたにすぎなかった。無傷接種の場合は， チャから分離した TS-2 を除いていずれの菌株も

まったく病原性をしめきなかった。 TS-2 の場合においても，個体により病斑がみとめられない棄もあっ

た。なお，フサアカシヤの場合と同様.同じ植物を分離源とする菌株の聞にも多少病原性に差がみとめら

れ. AD-1 よりは AD-2 の方が， TS-1 より TS-2 の方が子実体の形成がより多かった。すなわち，

分離してからの培養継続年月の短いものの方が，よりいっそう典型的な病状をしめした。 しかし， AD-2 

の場合と TS-2 の場合では病斑の大きさ，子実体の形成などの点で差がみとめられなかった。すなわち‘

寄生による菌の病原性には特異性はみとめられなかった。 Plate 2 はチャに対する接種結果を図示したも

のである。なお1961年11月予備的な実験において，老化したチャの棄に接種をしたが，ほほ同じ傾向であ

った。しかし，病原性(+)の場合でも病斑のひろがり方，大きさなどの点において新葉の場合にくらべ

てかなりことなっていた。また子のう殻はいずれの場合にもみとめられなかった。

りソゴの果実に対する各菌株の接種結果は Table 3 にしめすとおりである。接種時期は1962年 5 月 1

日，結果の観察.記録は 5 月 19日である。

り γゴの果実に対する接種は培養基に対する接種と同じことで，病原性の比較には役だたないとの見解

Table 3. 各菌株のりンゴの果実に対する接種結果

Inoculation with 5 strains of anthracnose fungus upon the fruits of apple. 

試ヌng!! st~inl AD-j AD-2 MP-j TS-j TS-2 

Size of Dia.70 Dia.55 Dia.45 Dia.30 Dia.32 
lesion 

D.engfercete i of ++ ++ + + + 
mrectlon '‘ 

全面湿気色をお 全面湿褐気色をお

霊全びが子に酒告形たのすの褐湿書分成ぎう気生複色なきくをに子れいは，少接お堆。ほる 全誕生びま面子たので湿褐外堆多縁気色が< をおびた掲，接ぴた ，外 ，病
種したところ 縁から jOmm 近く
から半径 20 ほどのところ

して多数形の密分集成mmほどのと 数分分まるで生。生形黒子子し成点稚ばのき状塊がしの状設乙かろのしま鮭ま分で黒子点 多生堆形 れ される。子の
的に ば とんどみとめ う殻れはみとめ
る。しカt られない。 らない。

有傷接種 発病状態
肉色塊の 鮭分生肉状にあっ し、。

分生子のは まってみえ

Wound Appearance みえな川子|るc 子のう穀
のう穀れはみと はみとめられ

inocula. 。f lesion めらない。 ない。

tlOn Brown; wetty; Brown; wetty;: Brown; wetty; Brown; wetty; Brown; wetty; 
black acerv. black acerv-I black acerv- black acerv. black acerv-
uli scattered; uli formed uli scattered uli scattered uli formed 

pobersietrhveecdia . not gCOrnegidaira iously; at the center at the center , abundanttlhy e 
1 mass and margin pobersietrhveecdia • not all over 

observed in of lesion , lesion , peri-
salmon-flesh pobersietrhveecdia • not thecia not 
colour , peri- observed. 
加ianotob-|
served. 
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Table 3. Cつづき) CContinued) 

品川平u~str~nI AD-l AD-2 MP-l TS-l TS-2 

Size of Dia.50 Dia.50 。 。 0-5 
lesion 

inegfercete ion + + 土

全面湿褐気をお 全面湿掲気色をお 果実の表面あ 左に同じ。 左に接同じ。 し
びた色，外 びた ，外 るいは気中に かし種個体
縁から 10-20 縁から 10-15 菌糸がひろが によっては小
mmのところ cm のところ るが，強くこ さい褐色の病れ
菌まで黒緑色の まで黒子点堆状の すると全部と 斑るがこ形と成もさ あ糸がひろが 数鮭分生 が多 れてしまう。
る。菌ところど 形肉塊成色され， る。

無傷接種 発病状態
ころ糸がか の分生
たまって分期生 子の もみえ

Unwounci Appearance 子土佐の初も の る。
ようなのが

inocula' 。 f lesion 形成される。

tion Brown; wet. Brown; wet- Hypd hae ex- Ditto to the Ditto to the 

ehtyay;d p Blackish 
ty; black ac- tend on the left. left general-

hae spr- ervuli formed surface of ly , but some 
all over abundantly , the f rui t and times small 

the lesion. conidial mass to the air , but brown lesion 
observed in no lesion de- observed. 
salmon-flesh 
colour. 

veloped. 

もある。しかし. G. cingulata はリンゴの苦ぐされ病菌として広く知られているので，各菌株をリンゴ

の果実に接種した。いずれの菌株も有傷接種の場合.あきらかな病斑を形成した。しかし，無傷接種の場

合，病斑を形成しないものが多かった。なお，予備的に1961年11月.同様な接種実験をおこなったが.こ

の場合，無傷接種において， AD-2 および MP-1 が病斑を形成し. AD-l, TS-1 および TS-2 はいず

れも病斑を形成しなかった。有傷接種の結果はすべて(+)であった。

このように無傷接種の結果は不安定であるが，一般的にいってフサアカツヤおよびチャの葉の場合同

様，有傷接種にくらべて病原性がおちるということができる。なお同じ植物から分離した菌株の間でも.

新しく分離した株と，長年月培養をつづけた株とでは病状に多少の相違があった。たとえば，有傷接種の

場合の AD-1 と AD-2 の比較，あるいは TS-1 と TS-2 との比較において，いずれの場合も分離して

あまり年月の経過していない菌株の方がよりいっそう多くの子実体を形成した。またリ γゴから分離さ

れたMP-1 よりも， フサアカシヤから分離された AD-2 あるいはチャから分離された TS-2 の方が，

より典型的なリンゴの苦ぐされ病状をしめしたことは，寄主とそこから分離された菌株の関係よりも分離

の古さ，新しきの方がよりいっそう大きな影響があるようにもおもわれた。なお‘各菌株の再分離をここ

ろみたが，いずれも成功した。 Plate 3 は各菌株のリンゴに対する接種の結果図示したものである。

E チャの赤葉枯病菌子のう胞子のフサアカシヤに対する病原性

野外において赤葉枯病にかかったチャの葉には春ころ.しばしば子のう殻が形式されている。もし，フ

サアカシヤのたんそ病菌もチャの赤葉枯病菌も同じであるのならば.チャの赤葉枯病菌の子のう胞子はフ

サアカシヤに対して病原性をもち，実際上，感染源となることができる。この点をたしかめるため.子の
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う殻をもったチャの葉をフサアカシヤの新梢においたところ，フサアカシヤはたんそ病状をしめし，不完

全時代を形成した。実験方法は次のとおりである。

1962年 4 月下旬，林試関西支場構内苗畑の防風垣として植えたチャから赤葉枯病にかかった葉を採取

し， 100，%の相対湿度に保ったベトリ血中においた。 5 月中旬，検鏡したところ， G. cingulata と同定さ

れる完全時代が形成され，多くの子のう胞子を放出していた。このような葉を 1xlcm 角に切り，子のう

殻を数個-10数個ふくませるようにして，フサアカシヤの棄の上におき， このフサアカシヤを相対湿度

100，%，湿度 24-260C の下に保った。なおフサアカシヤの葉はあらかじめ. 熱したナイフで傷をつけて

おいた。コ γ トローノレとしては子のう殻をふくんだ同様な病棄をあらかじめオートクレープで殺菌し，接

種源としたものを用いた。約 2 週間後におけるフザアカシヤの発病状態は Table 4 にしめすとおりであ

る。

Table 4. チャの赤葉枯病菌の完全時代のフサアカシヤに対する接種結果

lnocul,ltion with ascospores of G.cingulata from the leaves of tea bush 

upon the seedlings of Acacia dealbata. 

接種源

lnoculum 

発病状態

lnfection 

子のう胞子をふくんだチャの葉

A blade of tea leaf cut in 1 x 1 
cm. containmg many actlve 

perithecia. 

葉が変色し，しおれ ， Colletotrichum 
世代がみとめられた。

Leaf discoloured and shrunk. 
Colletotrichum stage was observed. 

子のう胞子をふくんだチャの葉
を殺菌したもの

A blade of tea leaf cut in 1 x 1 
cm , autoclaved so that no active 

perithecia containing. 

発病しなかった。

No lesion was observed. 

接種に用いたチャの病葉にはあるいは Colletotrichum 世代の胞子が少数ふくまれていたかもしれな

い。しかし，顕微鏡による観察によれば.放出される胞子のほとんどが，紡すい形の子のう胞子とみとめ

られるものであった。しかし，発病したフサアカシヤには多数の分生胞子がみとめられた。以上の実験の

結果は，チャの赤葉枯病菌がフサアカシヤに対して病原性のあること，野外において.チャからフサアカ

シヤへたんそ病が伝染する可能性があることをしめすものということができるであろう。

IV 各菌株の子実体の形態比較

寒天培地上あるいは接種した植物上に形成された，各菌株の不完全時代および完全時代の子実体の形，

大きさなどを測定した。

A. 寒天培地上における各菌株の不完全時代

Potato-agar , CZAPEK's solution-agar および松島ω の PHB 培地上に形成された各菌株の分生胞子

の大きさを測定したものは Table 5 のとおりである。測定個体数はおのおの50個である。

形はほぼ長楕円形で両端は円い。大体まっすぐであるがわん曲したものもみとめられる。無色~灰色.

内部に小さい油滴状のものを多数ふくむようにみえることもある。 MP-1 を除いた 4 菌株の分生胞子は

ARX2) あるいは山本17)-20)の分類による Colletotrichum gloeosporioides PENZ. のぞれにほぼ適合する。

MP-1 はり γゴの苦ぐされ病菌そのものであるが，分生胞子の大きさは他の 4菌株より一段と小さく
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Table 5. 各菌株の寒天培地上における分生胞子の大きさ(ミクロン〉

Dimensions of 5 test strains on 3 cultural agars (μ). 

一寒Cu叫一天11一旬h培Ira一ra地a\i、a\g\ar\~~\\F「菌u~I昭一u凶一s 一st株一ra一;inl AD-l AD-2 MP-l T S-1 TS-2 

10.5-16.8 11.0-19.2 5.0-10.5 11.0-22.0 11.0-19.2 
Potato-agar X X X X ﾗ 

3.0-4.0 3.8-6.0 2.2-4.4 3.3-5.5 3.3-6.6 

9.9-15.9 5.5-10.5 12.1-24.2 10.5-23.1 
CZAPEK's sol.-agar ﾗ X X X 

2.2-4.4 4.4-5..5 2.8-5.5 3.3-6.1 3.9-8.3 

10.5-18.2 10.5-19.3 6.1-11.0 16.8-23.8 12.7-25.9 
MATSUSHIMA's PHB-agar X X ﾗ ﾗ X 

3.3-4.4 2.2-5.5 2.8-4.4 2.8-5.6 3.9-6.0 

C. gloeosporioides の範囲からかなりずれていた。また文献叫によるリンゴの苦ぐされ病菌のそれよりも

小きかった。しかし， ARX2) の分類には MP-1 の分生胞子の形や大きさが適合するものはなく， C. gloｭ

eosporioides が最も近い。実験に用いた種類の培地のうち，松島の PHB-agar では分生胞子が多少細長く

なるようである。また， CZAPEK's so l. -agar では，他の 2培地にくらべて胞子の形成はよくなかった。

B. 寒天培地上における各菌株の完全時代

実験に用いた 5菌株のうち， フサアカシヤから分離した AD-2 およびチャから分離した TS-2 は寒

天培地上において，容易に完全時代を形成した。安部および河野ρ は紫外線の照射によって寒天培地上で

チャの赤葉枯病菌の子のう殻形成が促進されることを報告しているが.筆者の観察によれば，培地上で移

植をより多くくり返した菌株は完全時代の形成能力を減退させるか，なくするという傾向がみとめられ

た。また， Potato-agar 上や CZAPEK's sol. -agar 上では完全時代の形成はすくなく，観察も困難であ

ったが，松島12)の PHB-agar では，完全時代の形成も多く.子のう殻，子のうなどの観察もきわめて容

易であった。培地上に形成された完全時代の大ぎさをしめすと. Table 6 のようである。

寒天培地上では子のう殻は球形~楕円形~長頚フラスコ形など種々の形で，古い分類方式による Guig

nardi弘 Glomerella ， あるいは Physalos.ρora などにふくまれる形のものとなる。側糸状のものがみとめ

られることもあるが，まったくみとめられない場合の方が多かった。みとめられる場合においても，それ

が側糸であるか，子のうの未熟なものであるかはつぎりわからなかったc 子のうは長い根棒状，胞子を 8

個もっていた。子のう胞子は細長い紡すい形，無色~灰色，多少わん曲しているものもある。内部に1.-

2 個の大きな油滴状物，そのまわりに小さい多くの油滴状物をふくむようにみえることもある。測定個体

数は10-20個である。なお， Plate 4 および Fig.4 は，培地上に形成された AD-2 および TS-2 の完

全時代を図示したものである。

測定データが不十分であるが，ほほ同じように完全時代を形成した AD-2 と TS-2 の各測定値は大体

同じである。これらを G. cingulata の最も古い名である ωomonioρsis cingulata STONEMAN の命名

者である STONEMANW の報告とくらべると，子のう殻および子のう胞子は形，大きさともよく適合す

る。子のうは AD-2 の方が多少短いが TS-2 の方はよく適合している。一方， ARX2九 BUTLER & 

JONES心，中田 18)，鋳方久安部および河野川伊藤および小林川などの報告する G. cingulata の完全

時代の測定値とはかなりよく一致している。寒天培地上における子実体の形や大きさは厳密に考えたなら
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Table 6. 各菌株の寒天培地上における完全時代の大きさ(ミクロン)

Dimensions of perfect stages developed on culture agar (μ) . 

寒天師\ 一奇一一1い菌株Fuでnu|U4 
AD-l AD-2 乱1 P-l T S-1 T S-2 Cultural 

agar 

Perithecium 1 (μ)1 Dia. 78-1791 - IDia.78-17 X I X 

56-140 I 100-392 

Potato.agar Ascus 

Ascospore 1 1 : 勺21 0| 
4.0-7.0 

Perithecium 
l…-1821 134-1439 

CZAPEK'S 
Ascus so1. -agar 

Ascospore |138ミ 182i
3.0-4.4 

Perithecium 
78-207 123-448 
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:観察できなかったもの。 Not observed. 

ば菌類同定よの基準とはならなし、かもしれない。それにもかかわらずフサアカシヤのたんそ病菌の子実体

がチャの赤葉枯病菌のそれとほぼ同じであること，および G. cingulata のそれとほぼ同じであること

は，本菌の同定上，意味するところが大きいとおもわれるc

C. 接種した植物上における不完全時代

本報告の E におかてのべたように各菌株は有傷接種の場合， いずれの寄主植物に対しても病原性をし

めしー不完全時代はすべての場合に形成される。分生胞子の大きさを測定したものは Table 7 のとおり

Table 7. 各菌株の接種植物上における分生胞子の大きさ(ミクロ γ)

Dimensions of conidia of 5 strains on the inoculated plants (ρ). 

-------~一菌株 Fungus strainl 
接種植物~ I ADー l AD-2 MP-l TS-l T S-2 

フサアカシ dヤeaのlba葉ta 
(μ) 

13.2-16.5 11.6-16.5 16.5-20.9 
13.2-17.6 

16.5-20.4 

Leaf of Acacia X 
X X X X 

3.9-6.1 
3.9-6.6 3.9-5.5 5.0-6.1 5.0-6.6 

チ ヤ の 葉
8.8-17.1 16.5-20.4 12.7-23.1 15.4-21.3 16.5-20.9 

Leaf of tea bush 
X X X X X 

2.8-4.4 4.4-6.1 5.0-6.6 5.0-6.1 5.0-6.1 

リ γ ゴの果実
10.5-17.6 14.9-19.3 110451121~193 12.1-19.3 

Fruit of apple 
X X X I X X 

2.8-6.6 5.5-6.6 4.4-6.6 I 4.4-6.6 4.4-5.5 
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AD・1 AD-2 AD・1 A~ 

0 0 λOPLSぺl

.t:'ig.1 フサアカシヤの新檎上に形成された

各菌株の分生胞子

AD・2

グ0\\ 0 、
、 o ¥J .，_.、 ρ

TS-l 

Fig.3 リンゴの果実上に形成された

各菌株の分生胞子

Fig.2 チャの葉の上に形成された

各菌株の分生胞子

である。なお測定個体数はおのおの50個

である。

形は大体長いまっすぐな楕円形で両端

は円く，無色~灰色である。内部に多く

の小さい油滴状物をふくむ。リンゴから

分離されたMP-1 は寄主植物上において

も，その形成する分生胞子の形は多少小

さかった。しかし，いずれの場合におい

ても.分生胞子の大きさは Colfetotrich

um gfoeospori・ωides のそれの範囲にはい

る。 Fig. 1-3 は寄主上に形成された各

菌株の分生胞子を図示したものである。

D. 接種した植物上における完全時代

各菌株を 3 つの寄主植物に接種して形

成された完全時代の大きさをくらべると

Table 8 のとおりである。 リンゴの果

実上では完全時代の形成はみとめられな
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Table 8. 各菌株の接種した植物上における完全時代の大きさ(ミクロ γ〕

Dimensions of perfect stage of 5 strains on the inoculated plants (μ) . 

郡司担空 AD-1 AD-2 MP-1 T Sぺl1 | 
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ー:観察できなかったもの。 Not observed. 

かった。チャの葉の上では AD-1 を除いた 4 菌株が完全時代を形成し，フサアカシヤ上ではAD-2 およ

び TS-2 の 2 菌株が形成した。培養の古さがここでも関係しているようにおもわれる。調査個体数はお

のおの20個である。

子のう殻の形は球形，楕円形，長頚フラスコ形などさまざまで 1 つの接種植物上にこれらの形のもの

があわせて形成される場合も 1 つの植物上で球形の子のう殻を形成した菌株が別の植物上では長頚フラ

スコ形のものを形成するという場合もあった。子のうは長い根榛状で 8胞子をふくみ，無色である。側糸

状のものが形成されることも形成されないこともあった。形成された場合においても，それがたしかに側

糸であるか子のうの未熟なものであるかはっきり区別することはできなかった。またある寄主植物で側糸

状物を形成した菌株が別の寄主では形成しないということもあった。子のう胞子は無色~灰色，やや長い

紡すい形，多小わん曲したものも多い。内部に 1-2個の大きな泊滴状物および多くの小さい粒状物をふ

くむようにもみえる。

筆者のこれらのデータの相互間，あるいはこれらと STONEMAN14ω〉その他の多くの研究者

告する G. cingulat，抱a の完全時代とを比較すると，培地上に形成された完全時代以上に互いによく一致し

ている。 Fig. 4-7 および Plate 5-6 は各菌株の完全時代を図示したものである。
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V. 各菌株の寒天培地上における菌そうの比較

実験に用いた 5 菌株をベトリ皿の中の Potato-agar および CZAPEK's so 1. -agar 上で培養し. 5 日およ

Table 9. 5 日間培養した各菌株の発育状態

Colony appearance of the 5 strains on agar-medium cultured for 

5 days at 24-26・C in Petri dish. 

~ 菌株
寒天 Fungus
培地\ strain 
Cult. ',
llral agar ~I 

AD-1 P
A
 

M
 

司4D
 

A
 

TS-1 T S-2 

Potato-agar 

直径平均73mm，
気中菌糸の発育
がきかんで外観
綿毛状，灰緑色
~緑黒色，外縁
は灰色~クリー
ム色， うら側は
大体緑黒色，し
わはみとめられ
ない。

73mm in aver. 
diam.; f1occose; 
aerial hyphae 
abundant; graｭ
yish green to 
blackish green; 
margm gray to 
cream colour , 
reverse greenｭ
ish black. 

直径平均73mm，
気中菌糸の発育
がきかんで外観
綿毛状，灰緑色
~緑黒色，うら
側は大体緑黒
色。

73mm , inaver. 
diam.; f1occose; 
aerial hyphae 
abundant; graｭ
yish green; reｭ
verse greenish 
black. 

直径平均46mm，
気中菌糸の発育
は不良，ベルベ
ット状~綿毛
状，白色，基中の
菌糸層はむしろ
革質，中心部は
多少 funiculo
se , うら側淡黄
色，放射状の大
きなしわがあ
る。

46mm , in avｭ
erage diam.; 
velvety to f1ocｭ
cose; aerial 
hyphae not abｭ
undant; white 
in colour, basal 
felt rather meｭ
mbraceous, ceｭ
nter funiculose, 
reverse light 
yellow, furrow 
observed. 

直径平均61mm，
培地中の菌糸層
は緑黒色，気中
菌糸はあまり高
くのびない。し
かし，密にひろ
がる。色は緑色
をおびた白色，
うら側は大体緑
黒色。

61mm , in aver. 
diam.; basal 
felt blackish 
green; aerial 
hyphae greeniｭ
sh white , dense; 
reverse， greenト

sh black. 

直径平均63mm.
気中菌糸の発育
はさかんで灰緑
色である。培地
上にひろがった
菌糸層は緑黒
色，全体として
は綿毛状，外縁
の1O-15mmは

灰色~クリーム
色. うら側は大
体緑黒色。

63mm in aver. 
diam.; aerial 
hyphae abundｭ
ant; graylsh grｭ
een in colour; 
basal felt blaｭ
ckish green; 10 
to 15mm, at 
marg匤 gray to 
cream coloured; 
reverse greenish 
black. 

CZAPEK'S 
sol. -agar 

直径平均60mm， I 直径平均62mm，
気中菌糸は中心|気中菌糸の発育
部で10mmほど|はさかんで， 10
の高さにもり上 Immほどの高さ
がる。色は全体|にもり上がる。
として白~うす|灰色~灰黒色外
灰色，外縁部は|縁から 10mmほ
F リーム色で湿|どは白色， うら
気をおびている。|倶1]の中心部は黒
うら側の中心部|色，まわりは灰
は黒色，そのま|色~灰黒色。
わりは淡黄色。

60mm , in aver. I 62mm, in aver, 
diam. , aerial I diam.; aerial 
hyphae abund-I hyphae abu吋
ant at center I ant and extend 
and exten.d to I to the height 
the height of I of IOmm; gray 
IOmm; white I to grayish blaｭ
to light gray I ck; margin whｭ
margin cream いte; reverse 
colour and wet-I black at center, 
ty; reverse bl-I gray-to grayish 
ack at center , I black at envirｭ
light yellow at I ons. 
envlrons_ 

直径平均35mm.
綿毛状-funic
ulose，着色はう
す灰色~桃色を
おびた淡灰色，
外縁から 2-3
mmは灰色~ク
リーム色， うら
倶1]の中心部は黒
褐色，まわりは
淡穫色-17 リー
ム色，放射状に
大きなしわがで
きる。

直径平均48mm.
綿毛状，培地上
の菌糸層の組織
は密である。気
中菌糸は高さ 5
-lOmmほどに
もり上がる。中
心部淡緑色~灰
緑色，まわりは
白色， うら側の
中心部は黒色，
まわりはクリー
ム色で所々黒斑
ができる。

35mm, in aver. I 48mm, in aver. 
diam.; f1occose I diam.; basal 
to funiculose; I felt dense; aerｭ
light gray to I ial hyphae extｭ
pinkish gray; I end to the heiｭ
margin gray to I ght of 10mm; 
cream colour; I light green at 
reverse blackishl center , white 
brown at cen・ I at environs; reｭ
ter , light pink I verse black at 
to cream at I center , cream 
margin; furrow I colour at envi-
observed. I rons. 

直径平均50mm，
綿毛状，気中菌
糸の発育がさか
んで 5- lOmm
の高さにもり上
がる。全般的に
白色， うら側の
中心部は緑黒色
~黒褐色，まわ
りは白色。

50mm, in aver. 
diam.; aerial 
hyphae abundｭ
ant and extend 
to the height 
of 10mm white 
in colour; revｭ
erse greenish 
black at center, 
white at envirｭ
ons. 
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び 1 カ月後に発育状態を観察した。その結果は Table 6-10 にしめすとおりである。実験温度は 24-

260C，各菌株とも 5 ベトリ皿を用いた。

5 日間培養したものをくらべた場合， Potato-agar 上では AD-l， AD-2 , TS-1 および TS-2 の 4

Table 10 , 1 カ月間培養した各菌株の発育状態

Colony appearance of the 5 strains on agar-medium cultured for 

1 month at 24-260C in Petri dish_ 

寒矯Cu\hmu\天地ll 子 aFg\sua托\nr菌E認a\i傑凶i、I AD-I AD-2 MP 一 l TS-I T S-2 

綿毛緑状黒. 灰黒気色 綿lはos培毛e ，状地気~かf中uら菌nicu糸10 - 大地体綿毛状，培 綿毛状， AD-I 

EEE童

~色，中 上にひろがる

にD似-1 てよいり組:るzも費が織雪多f量A 少が菌糸は倒伏つして んであ
しまう。 ら灰倶u mm くらいの高 菌密糸層の 上にの

全般と褐菌ひ，し放て糸黒もが射状は色
さまでもり上が である 層は革

黒黒色~ る褐。色は灰黒色 は灰黒泉色

で島灰にう近あ色のら黒いるま~側色。。灰全ざ~M色黒般っ色的禍はたP褐白, 展に1 

色の か
~ 黒黒色 褐いう斑黒ら 倶u灰色

たまり 状 側灰色~ のまざっ
の太い に 色紋. 黒い丸 色。
なってのびる。 が散在する。

る。 色。

Potato-agar 
Floccose;k gray- Floccose to fu- Floccose; basal Floccose; rese- Floccose; aer・
ish black to niculose; aerial felt membrace- mbled AD-I ial hyphae ab-
greenish black; hyphae abund- ous; grayish but denser AhDy-- undant; basal 
reverse gb rayish ant and extend brown tO ;Ed ra- phae than felt membrac-
black to brown to the height yish black; dr・ 1; grayish bla- eous; resembl-
black; hyphal of IOmm; gr- ops exudated ck; reverse gr・ ed AD-I; bro・
strands extend abyr ish black to a t the cen ter; 

aaliycgkihs. h t black to 
wn black with 

radially _ own black; reverse brown brown-bl- white to gray-
reverse gb rayish with white to ish black; rev-
black to brown light brown , erse graybirsoh w 
black; black black to brown 
patches scatte- black. 
red. 

車そ伏全-う気革体のし表質中てう面は 綿訟草斑中で色心紋所を部がま中心部
菌質層そうの表面膜れ中 綿毛状，た灰黒色褐を 大体体綿少白毛状. 全

質，平 は おびた ~革質，気 まじえ 灰色， MP  
たん 菌糸 鉛 わりは はみとめら 色， AD-I , M ー l に し似てい
は倒 しま 黒 うら側白 ない。平たんで P-I および T

ろる。子の褐と白粒う色色こちうが設側ろ-でド状淡どまヤのこう。 す紫鉛似 の は灰 ある。 うす紫色色 S-2に似ている
色をおびた 色 々黒色 をおびた灰で が，これらより 黒い き
色， MP-Iに の ある。 ある うら側は も色がこい。う る。茶
ているがMP-I 黒ま褐わりはうすい 褐中心部うすい黒 らう側すいは褐全体黒的色にと 部わ
より色が少しこ 色。 色まわり灰色 り灰 責
い。 うら側色は中 ~淡貰褐色。 ころどころ灰黒 褐色。
心部灰白 ，ま 色の斑紋ができ
わりはうすい黒 る。

CZAPEK's 褐色。

so!. -agar_ 
Surface mem Floccose; lead- Surface mem- Floccose; bro- Floccose; gray 
braceous to le- en with violet braceous to le- wn-black with ish white; some 
athery; flat; in colour at athery; aerial white; resemb- what resembled 
leaden with vi- center , alicgk ht hflyapt: hae sparse; led AD- !, M hfP-12pberoidthh e-
。let in colour; brown-black at ; gray with P-l and TS-2, cia-like bodies 
resembled MP  envlrons; reve- violet in colour; but strongth er obserbed; rev-
l , but strotnhgaen r rse grayish wh- reverse ligichk t in colour than erse brown at 
in colour than 1 te ln center brown-black at them; reverse center , graliys i. 
乱1P-I; reverse with black pa- centery,elglorawy -btro -light browm-b- sh-white to lig・
grayish white tches; environs light lack with gra- ht yellow-bro・
at center, clk ight laicgkh. t brown-bl. own at envlfons. ychiseh s-black pat- wn at environs. 
brown-black at 
enVITons. 
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菌株はよく似ており MP-1 だけが他のものとかなり異なっていた。 CZAPEK's sol. -agar 上でも上の場

合とほぼ同じ傾向をしめしたが，さらに AD-l， AD-2 および TS-1 はよく似ており. TS-2 はこれら

の菌株と多少区別することができた。

1 カ月間培養した場合，とくにめだってみとめられたことは，はじめかなりちがっていた菌株でもしだ

いに似てくるということであった。 たとえば. MP-1 ははじめ色が白かったがのちに黒色，黄色.褐色

などの色を増してきた。そして， Potato-agar の場合，とくに MP-1 と TS-2 ， TS-1 と AD-1 とが

よく似てきた。むしろ AD-2 は他の 4 菌株と少しちがうようにみえた。 CZAPEK's sol.-agar の場合に

おいても全般的に 5 菌株が似てきた。そしてこの場合. AD-1 が他の 4 菌株と少しちがっているように

みえた。

VI 菌株聞の混合培養

真菌類の異種または同種の異系統聞ではそれらの菌そうは寒天培地上で混合培養をおこなった場合.互

いに嫌触，被覆，抑制lなどの現象をあらわすといわれているρ 。菌糸の接触面を観察した結果は第11表の

とおりである。実験には AD-2 ， MP-1 および TS-1 の 3 菌株を用いた。

Table 11. 菌株聞の混合培養

恥1ixed culture of 3 test strains on cultural agar. 

菌株|
Fungus I 
strain I 

AD-2 MP-1 T S-1 

を
糸

育
菌

発
中

の
気

手
'
。

相
し
う

り
か
あ

き
し
り

つ
。
#
C

は
る
混

り
す
く

な
止
よ

か
阻
は

TS-1 の気中菌糸は MP-j
の表層菌糸層を被覆するd し
かし MP ー l の菌糸層は TS
-1 の方へ下から入りこんで
ゆく。気中菌糸は互いによく
まざりあう。乱1P-1

Growth suppressed at each 
other consrderably , but 
hyphae from each inoculum 
mixed well. 

Aerial hyphae of TS-1 
covered the basal felt of 
MP-1 , but both aerial hy. 
phae mixed well. 

止
く

阻
ょ

を
は

育
糸

発
菌

の
中

手
気

相
し
。

少
か
う

多
し
あ

に
。
り

い
る
ぎ

互
す
混

止
く

阻
ょ

を
は

育
糸

発
菌

の
中

手
気

相
し
。

少
か
う

多
し
あ

に
。
り

い
る
ぎ

互
す
ま

TS-1 
Growth suppressed at each 
other , but -aerial hyphae 
of the both strains mixd 
well. 

Growth suppressed at each 
other , but aerial hyphae 
from each inoculum mixed 
well. 

あ
な

り
に

ぎ
-
フ

古
品
、
ド
白
血

に
の

全
一

宇
?
一

に
ロ

い
コ

互
の

は
つ

糸
1
0

菌
い
る

寸
し
D
で
く

p
o
A

ん
よ

M
る
土
こ
に

ま
す
周
り
い

制
婿
糸
入
旺

菌
有
菌
ら
t

中
を
の
、
糸

気
層l
刊
菌

の
献
ト
へ
紳
七

ゴ
層
M
現
。
あ

D

表
し
R
く
り

A
の
か
ゴ
ゆ
混AD-2 

Hyphae from each inocul. 
um mixed almost complet司
edly. 

Aerial hyphae of AD-2 
covered the basal felt of 
MP-1 , but the both aerial 
hyphae mixed well. 

MP-1xMP-1 および TS-1xTS-1 にみられるように，同じ菌株のことなったイノキユラム間におい

て互いに相手の発育を阻止する現象がおこったが，フサアカシヤ，チャおよびリンゴから分離した各菌株



フサアカシヤの病害に関する研究 皿(寺下〉 - 17-

の気中菌糸は互いにかなりよく混りあった。

vn 考察および結言

今まで，たんそ病菌を分類する場合，不完全時代については Colletotrichum および Gloeosporium に，

完全時代については Glomerella ， Guignardia あるいは Physalospora などに分けていたο しかし， 剛毛

のあるなしによって Colletotrichum と Gloeosρorium とに分けることの学問的に不合理なことはすでに

19世紀のおわりから20世紀のはじめに指摘されており幻久 わが国でも逸見5) は1920年 Colletotrichum と

Gloeosporium とを同一にとりあっかい，すべて Gloeosporium に統一している。また. 1939 年樋浦õ) も

Colletotrichum と Gloeoψorium が本来同ーのものであるべきことをのべている。筆者が本研究におい

て使用した菌株のうち，フサアカシヤおよびチャから分離した系統は不完全時代が Colletotrichum に入

れられているものであるが，接種した場合.剛毛を欠くことも多かった (Plate 7) 。

完全時代の分類は学者の説によってことなるが，通説によれば，子のう殻が長い頚をもった徳利形のも

のを Glomerella とし ， Guignardia (Pho明atospora) と Physaloψora はともに球形の子のう穀をもつ

が，前者は側糸がないのに後者は側糸をもっということで区別されている。なお Gl，側erella の側糸につ

いては，あると報告する人もないと報告する人もある。しかし，これの区分の不安定なことは ARX引が

論じているところである。筆者の実験においても，従来， Physalospora とされてきたフサアカシヤから

の系統が培地上および接種植物上において，長い頚をもった徳利形の子のう設を形成した (Fig. 5 , Plate 

4 の A~C および Plate 5 の A)。また側糸状のものがみとめられることもあったがみとめられない

ことも多かった (Plate 4 のGおよび J ， Plate 5 の BおよびF ， Plate 6)。

たんそ病菌を少数の群に統合する分類法は ARX') にはじまったことではないが，筆者は一応 AIV(2) の

分類を仮定的に肯定し，実験結果をその仮定に check した場合， なんら矛盾する点がみとめられなかっ

た。なお同氏は不完全時代が同じでも，寄生性がはっきり分化しているという理由で G.cingulata から

9 種の別の種を分け ， Coll. dematium の中から 3 つの form を分けている。どの程度の違いを種あるい

は form としての差とみとめるかはきわめてむずかしい問題であろう SHOo しかし筆者の場合，一般に

G. cingulata とみとめられてし、るチャの赤葉枯病菌と比較した場合，培養基上の特性， あるいは病原性

あるいは子実体の諸性質において，ほとんど差がなかった。また，フサアカジヤから分離した AD-2 を

リ γ ゴの果実に接種した場合，苦ぐされ病の典型的な病斑に似た病斑を形成した (Plate 3 の B) ， した

がって，フサアカシヤのたんそ病菌も G. cingulata と同定してさしっかえないと考える。そしてこんご

フサアカシヤの病害の防除を考える場合，たんそ病菌については，広く分布し，広い寄主範囲をもっ菌で

あるとの前提に立って，対策をたてなければならないと考える。

咽摘 要

筆者はフサアカシヤのたんそ病菌を Glomerella cingulata (STONEM) SP. et SCHR. と同定してきし

っかえないと考える。その論拠とする実験結果の主なものはつぎのとおりである。

1) 分生胞子の大きさは G. cingulata の不完全時代である Colletotrichum gloeosporioides のそれに

一致する。

2) フサアカシヤのたんそ病菌はチャの赤葉枯病菌とともに，新しく分離したものは松島の PHB 培
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地上でよく完全時代を形成した。それらの諸性質を比較した場合，両菌株ともよく一致した。

3) プサアカシヤのたんそ病菌， リンゴの苦ぐされ病菌およびチャの赤葉枯病菌をフサアカ γャの新

梢，り γゴの果実およびチャの葉に交互接種した場合，いずれの菌株ともすべての寄主に病原性をしめし

た。そして病原性の強き，病気のあらわれ方などは菌株と寄主植物との結びつけよりも，分離菌株の新鮮

さにより一層影響されているようにおもわれた。

4) 交互接種実験において，フサアカジヤのたんそ病菌はチャの葉に， リンゴの苦ぐされ病菌およびチ

ヤの赤葉枯病菌はフサアカシヤの新梢に完全時代を形成した。そしてこれらの諸性質はすべてよく一致し

fニ。

5) チャの赤葉枯病菌の完全時代からフサアカシヤの苗にたんそ病を伝染させることができた。

6) Potato-agar および CZAPEK's sol. -agar に培養した場合，フサアカシヤのたんそ病菌， リンゴ

の背ぐされ病菌およびチャの赤葉枯病菌とも互いにはっきりした区別がつけにくく，さらに日数が経過す

るにしたがって，類似性が高まってきた。
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Plate 1 

Plate 2 

Plate 3 

Plate 4 

図版説明 (Explanation of plates) 

フサアカシヤの苗に対する各菌株の接種結果 (x 2) 

Results of inoculation test with the 5 test strains upon the seedlings of Acacia dealbata. 

A: 無傷コ γ トロール Control ， unwounded. 

B: 有傷コ γ トロール Control ， wounded. 

C : AD-1 による有傷接種 Wound inoculation with the strain AD-1. 

D: AD-2 による有傷接種 Wound inoculation with the strain AD-2. 

E : TS-1 による有傷接種 Wound inoculation with the strain TS-1. 

F : TS-2 による有傷接種 Wound inoculation with the strain TS-2. 

G: MP-1 による有傷接種 Wound inoculation with the strain MP-1. 

H: TS-1 による無傷接種 Unwound inoculation with the strain TS-1. 

チャの葉に対する各菌株の接種結果 (x 2) 

Results of inoculation test with the 5 test strains upon the leaf of tea bush. 

A: AD-1 による有傷接種 Wound inoculation with the strain AD-1. 

B : AD-2 による有傷接種 Wound inoculation with the strain AD-2. 

C : TS-1 による有傷接種 Wound inoculation with the strain TS-1. 

D : MP-1 による有傷接種 Wound inoculation with the strain MP-1. 

E : TS-2 による有傷接種 Wound inoculation with the strain of TS-2. 

F: コントローノレ Control ， wounded. 

G: 無傷コントロール Control ， unwounded. 

リンゴの果実に対する各菌株の接種結果 (xO.8)

Results of inoculation test with the 5 test strains upon the fruit of apple. 

A: AD-1 による有傷接種 Wound inoculaton with the strain AD-1. 

B : AD-2 による有傷接種 Wound inoculation with the strain AD-2. 

C : TS-1 による有傷接種 Wound inoculation with the strain TS-1. 

D : TS-2 による有傷接種 Wound inoculation with the strain TS-1. 

E 泊。-1 による有傷接種 Wound inoculation with the strain MP-1. 

F: 有傷コントロール Control ， wounded. 

松島氏の PHB-agar 上に形成された AD-2 および TS-2 の完全時代

Perfect stages of the strains , AD-2 and TS-2 on お{!\.TSUSHIMA's PHB-agar. 

A-C : AD-2 の子のう殻 Perithecia of the strain AD-2. 

D-F: AD-2 の子のう殻からの子のうの放出 Projection of asci from the perithecium 

。f AD-2. 
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G-H; AD-2 の子のう Asci of the strain AD-2. 

; AD-2 の子のう胞子 Ascospores of the strain AD-2. 

J -K ; TS-2 の子のう Asci of the strain TS-2. 

L : TS-2 の子のう胞子 Ascospores of the strain TS-2. 

Plate 5 

接種したフサアカシヤの苗の上に形成された AD-2 および TS-2 の完全時代

Perfect stages of the strains , AD-2 and . TS-2 formed on the seedlings of Acacia 

dea!bata inoculated. 

A; AD-2 の予のう穀 (P 印) A perithecium of .the strain AD-2; P mark. 

B-C ; .-\D-2 の子のう Asci of the strain AD-2. 

D-E: TS-2 の子のう殻 Perithecia of,_the strain TS-2. 

F : TS-2 の子のう Asci of the strain TS-2. 

G : TS-2 の子のう胞子 An ascospore of the strain TS-2. 

Plate 6 

接種したチャの葉の上に形成された 4 菌株の完全時代

Perfect stages of the 4 test strains formed on the leaf of tea , inoculated. 
A-B : AD-2 の子のう殻および子のう A perith鐵illm and asci of the strains AD-2. 

C-D : MP-1 の子のう殻および子のう A perithecium and asci of the strain MP-1. 

E-F : TS-1 の子のう殻および子のう A perithecium and asci of the strain TS-1. 

G-H : TS-2 の子のう殻および子のう A perithecium and asci of the strain TS-2. 

Plate 7 

接種したリ γ ゴの果実およびチャの葉の上に形成された各菌株の不完全時代

Imperfect stages of the 5 strains formed on the fruit of apple and the leaf of tea 

bush , inoculated. 

A: リ γ ゴ上に形成された MP-1 の不完全時代 An acervulus of the strain MP-1 on apple 

fruit. 

B: リンゴ上に形成された AD-1 の不完全時代 An acervulus of the strain AD-1 on 

apple fruit. 

C : y ンゴ上に形成された AD-2 の不完全時代 An acervulus of the strain AD-2 on 

apple fruit. 

0: リ γ ゴ上に形成された TS-1 の不完全時代 An acervulus of the strain TS-1 on apple 

fruit. 

E: Y Y ゴ上に形成された TS-2 の不完全時代 An acervulus of the strain TS-2 on apple 

fruit. 

F: チャの葉上に形成された AD-2 の不完全時代 An acervulus of the strain AD-2 on 

the tea leaf. 

G: チャの葉上に形成された MP-1 の不完全時代 An acervuli of the strain MP-1 on the 

tea leaf. 

H: チャの葉上に形成された TS-1 の不完全時代 An acervuli of the strain TS-1 on the 

tea leaf. 
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1TO and SHIBUKAWA proposed a new species, Physalospora acaciae 1TO et SHIB. (Colletotrichum 
acaciae 1TO et SHIB.) in 1955. for an anthracnose fungus causing serious die-back of the seedｭ

lings of Acacia dealbata , but the fungus was renamed by YAMAMOTO in 1960 as Glomerella 

acaciae YAMAMOTO et ITo. 1n the report by ARX in 1957, 3 anthracnose fungi on the genus 

Acacia naming Colletotrichum acaciae GUTNER , C. acaciae DEURRIES and Gloeosporium acaciae 

11cALP are cited as the synnomes of GI01却erella cingulata (STONEM.) SP. et SCHR“ 1t may be, 
therefore , necessary to study the relations between G. acaciae (or P. acaciae) and G. cingulata. 

Based upon some experiments conducted by him , the author has come to the conclusion that 
the fungus G. acaα・'ae (or P. aωciae) may be identified as G. cingulata. 

Experimental data for the grounds of the author' s conclusion are noted below. As test 

strain ，五ve cultures of anthracnose fungi were used in the experiments. They are : 

AD-1; A posterity culture of the strain isolated from Acacia dealbata and named originally as 

P. acaciae by ITO and SHIBUKAWA. 

AD-2; A strain isolated from A. dealbata in 1961 at Kyoto and identified as the anthracnose 

fungus of the host plant by the author. 

MP-1; A strain of so-called bitter rot fungus of apple (G.cingulata) , cultured for long periods 
in a laboratory. 

T S -1; A posterity culture of the strain isolated from the leaf of tea bush and identi五ed as G. 

cingulata by ABE and KONO. 

T S -2; A straiQ isolated from the leaf of tea bush in 1961 at Kyoto and identi五ed as G. 

cingulata by the author. 

1) Conidial dimensions of AD-1 and AD-2 both from Acacia were not differentiated from 

that of the others and all of 出e 5 strains accorded with that of Colletotrichum gloeosporioides 

(Tables 5 , 7 and Figs. 1-3). 

2) The strains AD-2 from Acaica and TS-2 from tea formed perfect stage well on MATSUｭ

SHlMA's PHB-agar but no differences were recognized between the strains in the dimensions of 

the fruit bodies (Table 6 , Fig. 4 and Plate 4). 

3) At mutual inoculation test, tbe strains from Acacia , AD-1 阻d AD-2 were pathogenic 

to the fruit of apple and the leaf of tea bush , as well as tbe strains from apple and tea , MP-

1, TS-1 and TS-2 were so to the seedlings of A. dealbata. It also seemed that tbe degree of 

pathogenicity was influenced stronger by the freshness of the isolated culture than the hostｭ

strain relations (Tables 1-3 and Plates 1-3). 

4) The strain AD-2 from Acacia formed perfect stage on the leaf of tea bush as well as 

MP-1 and TS-2 from apple and tea respectively on the seedlings of A. dealbata , and dimensions 
of these fruit bodies were not only similar to each other but also accorded well with those of 

Gnomonia cingulata by STONEMAM or witb those of G. cingulata by ARX , ABE and KONO and 

many other authors (Table 8 , Figs. 5-7 and Plates 5-6). 

5) Infection was observed experimentally upon tbe seedlings of A.dealbat'a from the perfect 

stage of the brown blight fungus of tea (G. cingulat'a) formed naturally (Table 4). 
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6) Colonial appearance of the 5 strains on potato-agar and CZAPEK's sol.-agar could not 

be differentiated serially , and the resemblance to each other became still c10ser with the elapse 
of the incubation period (Tables 9-10). 
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